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小学校再編整備計画に係る意見交換会 

▲各地区で開かれた意見交換会では、保護者や自治
会の方々からさまざまな意見・要望が出されました 

                 

　
市
立
小
学
校
の
学
校
数
は
現
在
、
鷹

巣
地
区
が
７
校
、
合
川
地
区
４
校
、
森

吉
地
区
３
校
、
阿
仁
地
区
２
校
の
16
校
。

児
童
数
は
、
昭
和
34
年
の
１
万
１
千
１

４
７
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
転
じ
、

新
市
が
誕
生
し
た
平
成
17
年
度
は
１
９

３
８
人
と
、
５
分
の
１
以
下
に
ま
で
減

少
し
、
学
校
の
小
規
模
化
が
顕
著
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な

現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
17
年
８
月
、
小

学
校
再
編
整
備
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
置
、
市
立
小
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
整
備

計
画
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
年
11
月
に
は
20
人
の
市
民

に
よ
る
整
備
計
画
の
検
討
委
員
会
（
柳

山
敏
幸
委
員
長
）
が
発
足
、
市
教
委
が

ま
と
め
た
素
案
の
内
容
を
検
討
、
19
年

３
月
に
は
岸
部
市
長
に
対
し
そ
の
答
申

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
教
委
で
は
答
申
の
意
見
を
反
映
さ

せ
た
素
案
を
も
と
に
、
昨
年
８
月
か
ら

今
年
２
月
に
か
け
て
、
再
編
整
備
に
よ
っ

て
統
廃
合
の
対
象
と
な
る
学
校
区
の
住

民
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
も
の

で
す
。 

　
計
画
で
は
、
市
内
の
16
校
を
19
年
度

か
ら
28
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
９
校
に

統
合
、
う
ち
前
期
計
画
（
19
―
23
年
度
）

で
は
▽
竜
森
小
を
鷹
巣
南
小
に
統
合
▽

浦
田
小
を
米
内
沢
小
に
統
合
▽
合
川
地

区
の
４
校
を
統
合
し
て
新
た
な
学
校
を

作
る
、
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
後
期
計
画
（
24
―
28
年
度
）
で

は
▽
鷹
巣
西
小
を
鷹
巣
小
に
統
合
▽
鷹

巣
中
央
と
鷹
巣
南
を
統
合
し
て
新
校
舎

を
建
設
す
る
、
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
意
見
交
換
会
は
、
昨
年
８
月
、
統
廃

合
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
な
る
竜
森
小

学
校
の
竜
森
地
区
か
ら
始
ま
り
、
今
年

２
月
ま
で
に
７
校
の
学
校
区
及
び
あ
い

か
わ
保
育
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
市
教
委
で
は
、
保
護
者
や
関
係
集
落

の
自
治
会
長
ら
が
出
席
し
た
各
地
区
の

会
場
（
小
学
校
等
）
で
、
市
の
小
学
校

の
現
状
や
学
校
教
育
・
施
設
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
考
え
、
整
備
計
画
の
概
要

を
説
明
し
た
上
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
意
見
や
要
望
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
竜
森
地
区
で
は
昨
年
８
月
17
日
と
今

年
１
月
22
日
の
２
回
開
か
れ
、
同
小
の

閉
校
と
鷹
巣
南
小
へ
の
統
合
に
つ
い
て

合
意
を
得
て
い
ま
す
。 

　
合
川
地
区
で
は
、
早
期
統
合
を
望
む

声
が
大
半
を
占
め
、
新
校
舎
の
建
設
場

所
な
ど
に
つ
い
て
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
浦
田
地
区
で
は
、
昔
は
一
部
が
前
田

小
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
の
話
や
学
校
存

続
を
望
む
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
各
会
場
で
出
さ
れ
た
主
な
質
問
や
意

見
、
市
教
委
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で

す
（
青
字
は
回
答
）。 

    【
竜
森
小
学
校（
平
成
19
年
８
月
17
日
）】 

▽
前
期
計
画
で
鷹
巣
南
小
と
、
後
期
で

鷹
巣
中
央
小
と
統
合
す
る
が
、
１
回
で

で
き
な
い
か
。 

▼
竜
森
小
、
鷹
巣
南
小
の
規
模
を
考
え

る
と
そ
の
と
お
り
だ
が
、
南
小
、
中
央

小
と
も
現
校
舎
で
は
３
校
の
児
童
が
入

り
き
ら
な
い
。
ま
た
前
期
は
合
川
地
区

の
小
学
校
の
建
設
計
画
も
あ
り
、
財
政

的
な
事
情
も
あ
る
。 

▽
以
前
か
ら
い
ず
れ
統
合
の
時
期
が
来

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
。
米
代
川
か

ら
南
側
に
小
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校

（
鷹
巣
南
中
）
と
し
、
で
き
る
だ
け
早
く

建
設
し
て
ほ
し
い
。
建
設
時
期
は
。 

▼
後
期
計
画
（
24
―
28
年
度
）
だ
が
年

度
は
未
定
。
後
期
で
は
米
内
沢
小
の
改

築
と
と
も
に
、
鷹
巣
南
小
、
中
央
小
の

統
合
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。 

▽
統
合
後
の
校
舎
の
使
途
は
。 

▼
基
本
的
に
は
解
体
だ
が
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
有
効
活

用
を
図
り
た
い
。
使
用
の
希
望
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
も
関
係
部
所
と
協
議
し
て

有
効
利
用
し
た
い
。 

▽
統
合
後
の
通
学
方
法
は
。 

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
な
る
。 

▽
あ
い
さ
つ
や
地
域
と
の
関
わ
り
を
考

え
る
と
こ
こ
ほ
ど
よ
い
学
校
は
な
い
。

む
し
ろ
児
童
が
多
い
学
校
の
子
を
竜
森

小
に
入
れ
た
ら
よ
い
と
思
う
の
に
、
な

ぜ
統
合
な
の
か
。 

▼
あ
る
程
度
の
集
団
・
規
模
の
中
で
切
磋

琢
磨
し
て
成
長
で
き
る
教
育
環
境
と
学

校
教
育
の
充
実
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

 【
竜
森
小
学
校（
平
成
20
年
１
月
22
日
）】 

※
８
月
の
意
見
交
換
会
か
ら
５
ヶ
月
を

経
、
平
成
21
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
竜

森
小
学
校
を
閉
校
し
、
21
年
４
月
１
日

に
鷹
巣
南
小
学
校
に
統
合
す
る
こ
と
に

合
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

▽
低
学
年
、
高
学
年
で
そ
れ
ぞ
れ
下
校

時
間
が
違
う
。
そ
の
対
応
は
。 

▼
朝
は
１
便
、
帰
り
は
時
間
帯
に
あ
わ

せ
て
送
る
こ
と
に
な
る
。 

▽
学
校
間
交
流
の
頻
度
は
。 

▼
現
在
で
も
、
鷹
巣
南
、
竜
森
小
で
学

期
ご
と
に
１
回
づ
つ
行
わ
れ
て
い
る
が
、

今
後
は
さ
ら
に
機
会
が
増
え
る
。
竜
森

小
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
育
林
学
習
、

育
林
活
動
は
伝
統
を
引
き
継
ぎ
統
合
後

も
展
開
し
た
い
。 

 【
鷹
巣
南
小
学
校（
平
成
20
年
１
月
24
日
）】 

▽
竜
森
小
と
鷹
巣
南
小
が
統
合
し
て
も
、 

人
数
は
増
え
な
い
の
で
は
。 

▼
後
期
計
画
で
は
、
鷹
巣
南
小
と
鷹
巣

中
央
小
の
統
合
を
計
画
し
て
い
る
。
竜

森
小
で
の
意
見
交
換
会
で
は
、
一
度
に

３
校
統
合
の
意
見
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

検
討
委
員
会
で
は
、
高
校
統
合
後
の
鷹

巣
高
校
利
用
や
跡
地
利
用
を
前
提
と
し

た
意
見
も
あ
っ
た
。 

▽
鷹
巣
南
、
中
央
の
い
ず
れ
も
現
校
舎
で

は
２
校
の
児
童
を
収
容
で
き
な
い
の
か
。 

▼
現
在
の
児
童
数
で
は
不
可
能
。
築
37

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
財

政
事
情
に
も
よ
る
が
計
画
後
期
で
の
建

築
を
予
定
し
て
い
る
。 

▽（
意
見
）
現
校
舎
の
建
築
に
あ
た
っ
て

は
、「
南
小
、
中
央
小
と
せ
ず
小
猿
部
（
両

学
区
に
共
通
す
る
地
域
の
呼
称
）
小
学

校
１
校
で
よ
い
」
と
し
て
運
動
し
た
経

緯
も
あ
る
。
児
童
数
の
推
移
な
ど
を
み

て
も
い
ず
れ
統
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
は
ど
ち
ら
の
学
区
と
も

同
じ
で
は
な
い
か
。 

▽（
意
見
）
児
童
数
減
少
は
教
育
分
野
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。
産
業
の
振
興
、

企
業
誘
致
で
若
者
の
定
住
を
図
る
べ
き
。 

 【
合
川
南
小
学
校（
平
成
20
年
２
月
７
日
）】 

▽
合
川
南
小
は
規
模
も
小
さ
く
、
統
合
は

切
実
な
問
題
。
複
式
学
級
の
解
消
な
ど
子

ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
、
早
く
進
め
て

ほ
し
い
。
合
川
地
区
管
内
で
の
統
合
は
前

期
に
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
年
度
は
。 

▼
前
期
計
画
と
し
て
進
め
て
い
る
が
、

23
年
ま
で
に
校
舎
を
完
成
さ
せ
る
の
は

財
政
的
に
も
難
し
い
。
４
学
区
の
合
意

を
得
て
建
設
場
所
を
決
め
、
23
年
度
ま

で
に
は
着
手
し
た
い
考
え
。 

▽
統
合
後
の
学
級
数
の
見
込
み
は 

▼
統
合
年
度
に
も
よ
る
が
、
24
年
度
だ

と
10
学
級
、
25
年
度
だ
と
８
学
級
。 

▽
道
城
地
区
は
米
内
沢
小
へ
の
学
区
変

更
も
あ
る
の
で
は
。 

▼
現
段
階
で
は
、
旧
町
の
枠
内
で
の
統

合
で
あ
り
、
学
区
の
変
更
は
考
え
て
い

な
い
。 

 【
合
川
西
小
学
校（
平
成
20
年
２
月
８
日
）】 

▽
統
合
は
早
い
ほ
う
が
よ
い
。
４
小
学
校

の
い
ず
れ
か
の
校
舎
を
補
修
し
て
使
用

で
き
な
い
か
。 
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９校 

現　状 

19年度 

前　期 

19～23年度 

後　期 

24～28年度 

北秋田市小学校再編整備計画（案） 

鷹巣南 

仮　称 
鷹巣南 

米内沢 米内沢 

（既存校舎） 

（既存校舎） 

（新築） 

（新築） 

鷹　巣 
（既存校舎） 

（新築） 

仮　称 
合　川 

仮　称 
合　川 

　浦田小での意見交換会 
　　（平成20年２月19日） 

　竜森小で
の意見交換
会（平成19年
８月17日） 
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